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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,819 1.9 322 31.9 322 29.5 258 63.2

2024年３月期第３四半期 5,710 △0.2 244 △30.2 248 △31.8 158 △46.1

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 254百万円（58.0％） 2024年３月期第３四半期 160百万円（△44.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 21.02 －

2024年３月期第３四半期 12.77 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,702 4,106 72.0

2024年３月期 5,428 4,085 75.3

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 4,106百万円 2024年３月期 4,085百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 9.00 － 9.00 18.00

2025年３月期 － 10.00 －

2025年３月期（予想） 10.00 20.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 1.1 400 60.6 400 52.3 320 154.2 26.02

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

（注）連結業績予想の修正については、本日（2025年１月24日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」
をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 12,300,000株 2024年３月期 12,300,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ －株 2024年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 12,300,000株 2024年３月期３Ｑ 12,403,288株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

決算説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、景気は緩や

かな持ち直しの動きがみられるものの、継続する物価上昇や金融政策の見直しによる懸念等もあり、景気の先行きは

依然として不透明な状況にあります。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界においては、次世代機であるスマート遊技機の普及や、2024年

３月に新たに登場した新機能「ラッキートリガー」搭載のパチンコ機がユーザーの支持を獲得していること等もあ

り、業界活性化への期待が高まっています。

　パチンコホール広告市場においては、2023年10月より施行されたステルスマーケティング規制等により、一部のイ

ンターネット広告需要が急減する等、広告需要は低迷しました。その後2024年２月にパチンコ業界４団体から「広告

宣伝ガイドライン第二版」が発出され、ガイドラインに則った広告や集客に貢献するサービスの開発、販売が可能と

なったこと等により、広告需要は緩やかながら回復の兆しが見られます。

　パチンコホール以外の広告分野については、主力のフィットネス施設や住宅関連広告分野をはじめ、広告需要は引

き続き増加基調にあります。

　こうした環境下で、当社グループでは主力のパチンコホール広告分野において、急減したインターネット広告の回

復に努めました。また、当第３四半期よりＤＳＰ広告等のマージンの高いサービス拡販に注力し、売上総利益率の改

善を図りました。更には、パチンコホール以外の顧客開拓、取引深耕を推進し、収益の底上げに向けた取り組みを進

めてまいりました。

　これらの取組みが奏功し、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,819百万円（前年同期比1.9％増）、売上総利益

は1,794百万円（同5.9％増）、営業利益は322百万円（同31.9％増）、経常利益は322百万円（同29.5％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は、258百万円（同63.2％増）となりました。

　なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

（広告事業）

　当第３四半期連結累計期間におけるパチンコホール広告市場は、スマート遊技機の普及や新機能搭載機の登場もあ

り、盛り上がりを見せているものの、設備投資資金確保のため、広告費への支出は引き続き低調に推移しています。

一方で、2024年２月にパチンコ業界４団体から「広告宣伝ガイドライン第二版」が発出されたことにより、これまで

曖昧であった広告手法や集客支援サービスについて、実施可能な範囲が明確化されたこともあり、2023年10月以降急

減したインターネット広告は回復基調にあります。

　こうした環境下において、当社グループでは、主力のパチンコホール広告分野においては、ガイドラインに則った

集客に貢献する広告、サービスの開発と販売に注力しました。これらのサービスは市場に浸透しつつあり、継続的な

受注に繋がっております。パチンコ以外の広告分野においては、広告需要の伸びが期待されるセクターにおける顧客

開拓を積極的に推進いたしました。

　その結果、売上高は5,774百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント利益は512百万円（同18.6％増）となりまし

た。

（不動産事業）

　当第３四半期連結累計期間においては、連結子会社㈱ランドサポートが所有する千葉県柏市の土地の賃貸収益のほ

か、賃貸仲介物件等に伴う手数料収益３百万円の計上がありました。

　その結果、売上高は42百万円（前年同期比25.4％減）、セグメント利益は14百万円（同44.1％減）となりました。

（その他）

　当第３四半期連結累計期間においては、連結子会社が運営するキャンピングカーレンタル事業等による、売上高は

３百万円（前年同期比38.9％減）、セグメント損失は１百万円（前年同期は４百万円の損失）となりました。

　なお、調査研究のためのテスト事業であったキャンピングカーレンタル事業及びストレージ事業は、第２四半期連

結会計期間をもって終了いたしました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は5,702百万円となり、前連結会計年度末比273百万円の増加となりま

した。これは、主に現金及び預金202百万円、受取手形、売掛金及び契約資産120百万円がそれぞれ増加したこと等に

よるものであります。

（負債）

　負債合計は1,596百万円となり、前連結会計年度末比253百万円の増加となりました。これは、主に借入金（長期含

む）が156百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　純資産合計は4,106百万円となり、前連結会計年度末比20百万円の増加となりました。これは、親会社株主に帰属

する四半期純利益258百万円を計上する一方で、株主還元として利益配当233百万円を実施したこと等によるものであ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年４月19日付「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において発

表した通期の連結業績予想を修正しております。なお、詳細につきましては、本日公表しました「業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,438 3,641

受取手形、売掛金及び契約資産 976 1,097

未収還付法人税等 2 －

その他 73 70

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,490 4,808

固定資産

有形固定資産

土地 521 521

その他（純額） 69 53

有形固定資産合計 591 575

無形固定資産

のれん 24 15

その他 104 105

無形固定資産合計 128 121

投資その他の資産 218 197

固定資産合計 938 893

資産合計 5,428 5,702

負債の部

流動負債

買掛金 534 587

１年内返済予定の長期借入金 250 362

未払法人税等 42 34

その他 166 219

流動負債合計 993 1,203

固定負債

長期借入金 312 356

資産除去債務 8 8

その他 28 27

固定負債合計 349 392

負債合計 1,342 1,596

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 735 735

利益剰余金 3,245 3,269

株主資本合計 4,080 4,105

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5 1

その他の包括利益累計額合計 5 1

純資産合計 4,085 4,106

負債純資産合計 5,428 5,702

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 5,710 5,819

売上原価 4,015 4,025

売上総利益 1,694 1,794

販売費及び一般管理費 1,450 1,471

営業利益 244 322

営業外収益

受取利息 0 0

有価証券利息 1 1

受取配当金 0 1

為替差益 1 1

有価証券売却益 4 7

その他 1 0

営業外収益合計 10 13

営業外費用

支払利息 3 3

有価証券売却損 － 8

その他 2 1

営業外費用合計 6 13

経常利益 248 322

特別利益

固定資産売却益 － 12

投資有価証券売却益 3 -

特別利益合計 3 12

特別損失

投資有価証券評価損 － 13

特別損失合計 － 13

税金等調整前四半期純利益 251 321

法人税、住民税及び事業税 57 63

法人税等調整額 35 △0

法人税等合計 93 62

四半期純利益 158 258

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 158 258

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 5 -

ゲンダイエージェンシー株式会社（2411）2025年３月期第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 158 258

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2 △4

その他の包括利益合計 2 △4

四半期包括利益 160 254

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 160 254

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年12月31日）

投資その他の資産 9百万円 9百万円

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 38百万円 40百万円

のれんの償却額 9百万円 9百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

広告事業 不動産事業 計

売上高

(1）外部顧客への売上高 5,648 56 5,704 6 5,710 － 5,710

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 5,648 56 5,704 6 5,710 － 5,710

セグメント利益又は損失

（△）
432 25 458 △4 453 △209 244

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

広告事業 不動産事業 計

売上高

(1）外部顧客への売上高 5,774 42 5,816 3 5,819 － 5,819

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 5,774 42 5,816 3 5,819 － 5,819

セグメント利益又は損失

（△）
512 14 527 △1 525 △203 322

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△209百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△209

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△203百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△203

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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報告セグメント

当第３四半期連結累計期間

（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

（百万円）

前年同期比

（％）

広告事業

　インターネット

　折込広告

　販促物

　クリエイティブ

　媒体

　その他

2,109

1,667

744

505

152

595

109.6

87.9

94.2

121.7

86.3

133.5

広告事業計 5,774 102.2

不動産事業

その他

42

3

74.6

61.1

合計 5,819 101.9

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

（１）生産実績

該当事項はありません。

（２）受注状況

当社グループの商品・サービスは、受注から納品までの期間がきわめて短いため、記載を省略しておりま

す。

（３）販売実績

当第３四半期連結累計期間の販売実績を報告セグメント別に示すと、次のとおりであります。
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